
栄
養
教
室
を
行
い
ま
す
。
て
だ

こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
７
日
（
月
）
10
時

30
分
〜
15
時
30
分（
お
昼
除
く
）

場
所
＝
地
域
福
祉
せ
ン
タ
ー

（
内
間
市
営
住
宅
内
）

費
用
＝
無
料

そ
の
他
＝
予
約
は
不
要
で
年
齢

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
越
し
の
際
は

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
集
ま
れ
!!
新
成
人

こ
ど
も
青
少
年
課（
内
線
６
６
１
４
）

　

平
成
27
年「
浦
添
市
成
人
式
」

に
向
け
て
、
企
画
運
営
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
対
象
者
は
今
年

度
新
成
人
に
な
る
方
（
平
成
６

年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
）
と
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
応
募
に
つ

い
て
は
、
一
人
で
も
、
グ
ル
ー

プ
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

若
い
力
で
思
い
出
に
残
る
成
人

式
を
創
り
ま
し
ょ
う
！
！

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
２
）

　

浦
添
市
の
生
活
排
水
は
、
公

共
下
水
道
あ
る
い
は
ご
家
庭
の

浄
化
槽
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　

　
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
は
、

台
所
・
風
呂
場
・
洗
濯
排
水
な

ど
の
雑
排
水
を
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
為
、
海
や
川
を
汚

し
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る

汚
水
の
全
て
を
処
理
す
る
「
合

併
処
理
浄
化
槽
」
の
普
及
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。　

　

市
で
は
、
家
庭
設
置
の
浄
化

槽
で
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
か

ら
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
に
転

換
す
る
場
合
、
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
対
象
及
び
規
模

１
、
下
水
道
の
整
備
が
見
込
ま

れ
な
い
区
域
及
び
整
備
さ
れ
る

ま
で
相
当
（
約
７
年
）
の
期
間

を
要
す
る
区
域
で
、
既
設
の
単

独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
便

所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
変

更
を
行
う
場
合
に
対
象
と
な
り

ま
す
。

２
、
10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
限
度
額

問
い
合
わ
せ
＝
事
業
所
ご
み
収

集
運
搬
の
ご
相
談
連
絡
先

浦
添
市　

清
掃
事
業
協
同
組
合

☎
８
７
７

−

２
７
５
０

■
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

市
民
課
国
民
年
金
係

（
内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６
）

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
20
歳
前

ま
た
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者

期
間
中
ま
た
は
被
保
険
者
で
な

く
な
っ
た
後
で
も
、
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
間
に
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
の
初
診
日

が
あ
る
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
ま
た

は
浦
添
年
金
事
務
所
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
浦
添
年
金
事
務

所　

お
客
様
相
談
室

☎
８
７
７

−

０
７
３
３

■
台
風
対
策
に
つ
い
て

水
道
部
営
業
課

☎
８
７
７ 

― 

８
４
６
０

水
道
部
配
水
課

☎
８
７
７ 

― 

８
４
６
２

　

台
風
が
接
近
す
る
前
は
、
ご

自
身
の
住
宅
や
管
理
さ
れ
て
い

る
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
水
道
設
備

を
点
検
し
、
安
全
対
策
を
充
分

に
取
ら
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
常
に
、
タ
ン
ク
の
中
は
水
を

貯
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
タ

ン
ク
が
空
の
ま
ま
だ
と
強
風
に

よ
り
飛
ば
さ
れ
た
り
、
破
損
す

る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。

②
屋
上
タ
ン
ク
の
フ
タ
は
し
っ

か
り
し
め
て
お
く
こ
と
。
フ
タ
が

飛
ば
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で

す
。
ま
た
雨
や
ゴ
ミ
が
入
り
衛
生

的
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

③
タ
ン
ク
等
の
水
道
管
に
Ｔ
Ｖ

ア
ン
テ
ナ
等
を
つ
な
が
な
い
こ

と
。
強
風
に
よ
り
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ

ナ
等
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
水
道
管

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
台
風
が
去
っ
た
後
も
、
水
漏

れ
な
ど
が
な
い
か
水
道
設
備
を

点
検
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
平
成
26
年
度
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
の
更
新

に
つ
い
て

介
護
保
険
課（
内
線
３
５
９
４
）

内
容
＝
介
護
保
険
施
設
に
お
け

る
食
費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
（
平
成
25
年

７
月
１
日
以
降
に
交
付
）
を
お

持
ち
の
方
は
、
６
月
30
日
で
認

定
証
の
有
効
期
限
が
満
了
に
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
利
用
す

る
た
め
に
は
７
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
更
新
申
請
を
行
い
、
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
入
所
の
方
は
、
施
設
職

員
が
代
行
で
申
請
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
入
所
先
へ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
６
月
２
日
（
月
）
〜

対
象
＝
「
介
護
老
人
福
祉
施

設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」

「
介
護
老
人
保
健
施
設
」「
介
護

療
養
型
医
療
施
設
」
の
入
所

者
、
又
は
短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
利
用
者

で
低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
）
の
方
。

そ
の
他
＝
７
月
を
過
ぎ
て
申
請

し
た
場
合
、
月
を
遡
っ
て
の
認

定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
骨
密
度
測
定
会
＆
栄
養
教
室

地
域
支
援
課

（
内
線
３
５
３
２
・
３
５
３
３
）

内
容
＝
超
音
波
計
測
器
に
よ

る
、
か
か
と
の
骨
密
度
測
定
。

測
定
結
果
に
基
づ
い
た
説
明
と

①
５
人
槽　

33
万
２
千
円

②
６
〜
７
人
槽　

41
万
１
千
円

③
８
〜
10
人
槽　

51
万
９
千
円

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
環

境
保
全
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
２
）

１
、
公
共
下
水
道
を
ご
利
用
に

な
っ
て
い
な
い
ご
家
庭
に
は
、

浄
化
槽
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
出

る
汚
水
を
綺
麗
に
す
る
大
切
な

装
置
で
す
。

２
、
浄
化
槽
は
、
定
期
的
に
手

入
れ
を
し
な
け
れ
ば
機
能
が
低

下
し
、　
「
汚
水
の
た
れ
流
し
」

や
「
悪
臭
」
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
維
持
管
理
を
怠
る

と
、
浄
化
槽
が
詰
ま
り
、
あ
ふ

れ
出
す
な
ど
、
周
り
の
人
た
ち

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
年
に
１
度
は
「
清
掃
」「
汲

み
取
り
」
及
び
県
に
登
録
さ
れ

て
い
る
業
者
に
依
頼
し
て
浄
化

機
能
な
ど
の
法
定
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

３
、
市
民
の
生
活
環
境
を
「
汚

水
」
や
「
悪
臭
」
な
ど
で
壊
さ

ぬ
よ
う
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
◎
法
定
検
査
機

関（社
）
沖
縄
県
環
境
整
備
協
会

☎
８
３
５

−

８
８
３
３

◎
汲
み
取
り
・
清
掃
業
者

許
可
業
者　

山
川
和
夫

☎
０
９
０

−

３
３
２
８

−

９
７
３
８

■
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
発
生
注
意

報
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
６
）

　

沖
縄
県
の
海
に
は
、
猛
毒
を

持
つ
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
が
生
息
し
、

６
月
頃
か
ら
人
体
へ
影
響
を
及

ぼ
す
大
き
さ
に
急
激
に
成
長
し

ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
海
水
浴

や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
等
で
海
へ

の
出
入
り
が
多
く
、
年
間
１
０

０
〜
２
０
０
人
前
後
の
刺
症
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
刺
症
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
①
海
水
浴
を
す
る

場
合
は
、
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
侵
入
防

止
ネ
ッ
ト
の
内
側
で
泳
ぎ
、
で

き
る
だ
け
肌
の
露
出
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
②
海
に
出
か
け
る
際

に
は
、
酢
（
食
酢
）
を
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
た
場

合
は
、
落
ち
着
い
て
対
処
し
、

①
海
か
ら
上
が
り
、
激
し
い
動

き
を
せ
ず
に
、
近
く
に
い
る
人

に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
②

刺
さ
れ
た
部
分
は
こ
す
ら
ず

に
、
酢
（
食
酢
）
を
た
っ
ぷ
り

か
け
て
触
手
を
取
り
除
い
た

後
、
氷
や
冷
水
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
へ
入
れ
て
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。
③
応
急
措
置
を
し
、
医
療

機
関
で
治
療
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
ご
み
の
野
外
焼
却
の
禁

止
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
３
２
１
１
）

　

ご
み
の
野
外
焼
却
は
、「
廃
棄

物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
み
を
野
外
で
焼

却
す
る
と
、
有
害
物
質
を
含
む

煙
や
悪
臭
が
発
生
し
、
洗
濯
物

に
臭
い
が
染
み
付
い
た
り
、
健

康
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
近

隣
の
住
民
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、
市
の

指
定
の
方
法
に
よ
り
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。
分
別
し
て
出
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
指
定
の
日
に
回

収
し
ま
す
。

　

ご
み
の
野
外
焼
却
が
あ
っ
た

場
合
は
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
ご
と
に
市
の
委
託
業
者
が

収
集
し
ま
す
。
事
業
所
の
ご
み

収
集
に
つ
い
て
は
市
が
許
可
し

た
業
者
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
か
ら
の

　 

お
知
ら
せ

  

市
の
募
集
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